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社会とつながる、世界へひらく。実践女子学園の今をお届けします。

実践女子学園が進める「社会連携」「グローバル化」の取り組みを紹介。

創立者 下田歌子の「女性が社会を変える、世界を変える。」という精神を体現する

学生・生徒たちの学びと挑戦する姿をお伝えします。
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参加した生徒のコメント

中学3年生が異文化交流体験プログラムに参加！
留学生と英語で語り合い、多様性を学びました
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1 連携協定調印式 2 地域活性化を考える 3 アップサイクル商品を考える 4 機内食を考える

機内食、アップサイクル、地域活性化をテーマにした
実践的な授業も両キャンパスで始まりました

本学園とJALグループが教育連携協定を締結！
「女性が社会を変える、世界を変える」を体現する人材育成へ01
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学校法人実践女子学園は、日本航空株式会社、株式会社JAL航空みらいラ
ボと教育連携協定を締結しました。本協定は、次世代を担う人材の育成を
目的に、社会連携授業やキャリア支援などを充実させるものです。これま
でも本学では、JALグループと実践的な学びを展開してきました。今回の
協定締結を機に、より幅広い連携を進めていきます。協定締結と並行し
て、社会連携授業も各キャンパスで進行しています。渋谷キャンパスで
は、韓国便のサステナブル機内食を考える授業や、航空機廃材を活用した
アップサイクル商品を企画・デザインする授業を実施。日野キャンパスで
は、JALふるさとアンバサダーの視点で地域活性化を考える授業を行っ
ています。学生たちは、それぞれの専門分野で培った知識や発想を生かし
ながら、課題解決に取り組んでいます。

中高・大学    #教育連携  #地域活性化  #商品企画  #実践女子学園×JAL 社会連携

本学礼法研究部の学生11人・卒業生4人が、3月13日から18日までラオ
ス・ビエンチャンを訪問し、十二単の着装と着物パフォーマンスを4会
場で披露しました。天皇、皇后両陛下の長女愛子さまが昨年11月にラオ
スを訪問したことを契機に実現。福祉施設や商業施設などで、日本文化
を発信しました。着装披露では、衣紋道髙倉流の直門本部教授で、本学
客員教授の永井とも子先生が解説を務め、学生や卒業生が十二単を一
枚ずつ重ねる過程を紹介しました。車いす利用者が十二単をまとう体
験や、ラオス国旗・国花を表した帯の演出も行われ、本学は国境を越え
た文化交流の懸け橋となりました。

礼法研究部がラオスで十二単を披露!
日本文化を通じた交流の懸け橋に

#課外活動  #日本文化  #国際交流  #学生の挑戦

02
TOPICSTOPICSTOPICSTOPICS

02
大学    グローバル 中学校・高等学校 グローバル

5月11日から13日まで、本学園中学校3年生を対象に「異文化交流体験
プログラム」を実施しました。高校2年生での修学旅行を見据えた「未来
デザイン」の授業の一環で、世界各国からの留学生をグローバルリー
ダーとして迎えました。生徒たちは6人前後のグループに分かれ、3日
間、オールイングリッシュでの交流に挑戦。初日はチームを象徴するグ
ループフラッグを制作し、2日目は「誰もが平等にいきいきと過ごせる
渋谷」をテーマに街を歩きました。最終日には、学びをスライドにまと
め、英語で発表しました。身ぶり手ぶりを交えながら思いを伝える経験
を通して、英語が伝わる楽しさや、多様な価値観に触れる面白さを実感
しました。

Global
#異文化交流   #英語で学ぶ
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海外で公演をするのは初めてで不安もありましたが、本番ではうまくや
り遂げることができました。現地の方々が感動してくださっていることを
舞台から見ていても感じられ、今回、ラオスに日本の伝統文化を伝える
ことができて良かったと思います。（英文学科4年 石橋名月さん） 学生のコメント

留学生の皆さんと渋谷を歩き、渋谷区の取り組みやバリアフリー、ユニバーサルデザイン
の必要性を実感しました。人種や性別、国籍に関係なく、互いを理解し合う大切さにも気
づきました。最初は緊張しましたが、共通点も多く見つかり、楽しく交流できました。

DATA：【関連企業・団体・メンバー】
国際交流基金、学習院大学の衣紋
道さくら会、衣紋道髙倉流、佐藤悟
学長特別顧問

▶詳細はこちら

▶詳細は
こちら

初回授業では、JALふるさとアンバサダーの活動内容や、地域の魅力を見つけ、持続可能
な仕組みとして発信する考え方を学びました。一時的なイベントではなく、持続可能な利
益や仕組みをどう作るかが大切だと知り、航空会社が地域と深くつながろうとしている姿
勢に驚きました。今後のワークショップでは、自分たちのアイデアで地域の未来づくりに
関わり、大学生ならではの体験型イベントや新商品を提案したいです。

DATA：【関連企業・
団体】株式会社JAL
航空みらいラボ

▶詳細はこちら

参加学生のコメント（日野）
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中学校・高等学校

〒150-0011 東京都渋谷区東1-1-11
TEL：03-3409-1771

〒150-8538 東京都渋谷区東1-1-49
TEL：03-6450-6817

〒191-8510 東京都日野市大坂上4-1-1
TEL：042-585-8817　

大学 日野キャンパス ＃食科学部 ＃環境デザイン学部
＃生活科学部大学 渋谷キャンパス ＃文学部 ＃人間社会学部

＃国際学部
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4月25日、渋谷キャンパスで「Jissen Global Festival」を開催しました。
実践的な国際交流の場をつくる本イベントは、今回が2回目。イベントで
は、ドイツ出身のブラック・ヨーガン教授がイースターをテーマにミニ
レクチャーを行い、参加者は英語で説明を聞きながら、イースターエッ
グのペイントも体験。「日本ではなかなか触れられない文化を知れて楽
しかった」との声も寄せられました。韓国・檀国大学への留学を経験した
現代社会学科（現・ビジネス社会学科）4年の
石垣穂乃佳さんの発表や、留学生
による母国紹介、母国語を使った
伝言ゲームも行われ、言葉や文化
の違いを楽しみながら、世界を身
近に感じる一日となりました。

#地域活性化  #日野  #ボランティア

1

2 3

本学園は2014年、日野市と相互協力・連携に関する包括協定を締結し、人材
育成、教育・文化、まちづくりなど、幅広い分野で連携しています。2026年4月
には、現代生活学科の学生が授業で制作した環境啓発デザインが日野市ミ
ニバスに採用されました。このデザインは、日野市の「水」に着目し、用水や湧
水が暮らしを支えていることを伝えるものです。また、5月に開催された「第
29回ひの新選組まつり」には、現代生活学科や環境デザイン学科の学生な
どが参加しました。日野市副市長とともに、パレード会場となった道路を歩
きながら、パンフレット配布や来場者案内を行い、移動式インフォメーション
として祭りの運営を支えたり、日野駅商店会、ひのプロと協働して建築模型
作りワークショップを実施するなど、学生たちは地域とのつながりを通して、
学びを深めています。

地域での実践を通して、学びを深める！

ミニバスデザインや「ひの新選組まつり」への参加など
日野市とつながる活動に参加しました！06
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前年度を上回る参加者！「　　　　　　　　　 」
で国籍や世代を超え交流が広がりました！05
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  #多国籍・多世代交流  #学生主体で運営大学 グローバル

大学 社会連携

学園の理解を深め、大学での学びに対する興味関心、多様な学問に触れ
る取り組みとして、本学園高等学校1・2年生を対象にした「日野キャン
パス見学会」を5月15日と6月10日に実施しました。当日、高校生たちは
AとBの2チームに分かれ、「大学説明」「橘教授による講演会」「授業見学」

「学食体験」「学生による授業・学生生活トーク」「サークル紹介」「キャン
パスツアー」といったプログラムに参加しました。大学生活のイメージ
を膨らませた高校生たち。今回の体験を通じ、将来の進路選択の幅を広
げることができました。

中学校・高等学校 社会連携 #高大連携  #キャンパスライフを体験
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高校1・2年生がキャンパスライフを体験！
日野キャンパス見学会を開催しました

授業の中でデザインを制作して終わりではなく、実際にバスのラッピ
ングに採用していただき、多くの人に見てもらえることがとてもうれ
しいです。短い言葉で思いを伝えるキャッチコピーの大切さも学びま
した。（現代生活学科4年 林亜子さん）

［環境啓発デザイン］
学生のコメント 日野市で開かれるお祭りに、運営側として

参加できることに魅力を感じ、ボランティ
アに参加しました。勝どきをあげる場面や、
閉会式で新選組への思いを語る姿が印象
的で、好きなことに真っすぐ向き合う姿に
ふれ、とてもいい経験になりました。（現代
生活学科4年 大塚萌由さん） ［新選組まつり］

学生のコメント

外国人を含む幅広い来場者と交流できること
に関心を持ち、参加しました。実践女子大学の
学生だと知ると『ご苦労さま』と声をかけてく
ださる市民の方もいて、日野市の方たちの温
かさを感じました。祭りの熱気を身近に体験
でき、新選組にも興味が湧きました。（現代生
活学科4年 田中真優さん）［新選組まつり］

学生のコメント

運営に参加した学生のコメント

留学生にも分かりやすく伝える難しさを感
じました。言葉が完全に通じなくても、表情
やジェスチャーで会場に一体感が生まれ、
参加者同士の交流のきっかけをつくれたこ
とが良い経験になりました。

・大学の学部や授業内容について詳しく知ることができ、とても興味がわきました。
・実際の大学の授業を見ることで、高校の授業との違いを感じました。
・サークル活動が、とても楽しそうで勉強だけでなく多くの経験ができることが分かりました。

1 インフォメーションボランティア 環境啓発デザインのミニバス2 模型作りワークショップ3

DATA：【関連自治体】日野市【関連学科】
現代生活学科、環境デザイン学科

▶

ひの新選組まつり
模型ワークショップ

日野市ミニバス
環境啓発デザイン

▶

Jissen Global Festival

▶詳細は
こちら▶

詳細は
こちら

参加した高校2年生のコメント


